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「デザイン理論」投稿規程

1.内 容:デ ザインに関する未発表の学

術論文,研 究報告,書 評等。

2.投 稿資格:本 会会員(共 著の場合は共著

者 も本会会員であること)

3.採 択:採 否及び掲載号については編

集委員会で決定する。

4.査 読:学 術論文については,編 集委

員会が査読者2名 に査読を依

頼する。査読者は,㈲ 無条件

採用,(B)条 件付採用,(C)不 採

用,と いう査読結果を編集委

員会に報告する。査読結果は

編集委員会が投稿者に通知す

る。

査読期間は2カ 月程度とする。

5.そ の他の投稿 ・寄稿:研 究報告,書 評,

図書紹介の投稿については,

査読はないが,編 集委員会に

おいて採否及び掲載号につい

て決定する。例会 ・大会(プ

昭和37年11月11日 改正,昭 和60年11月8日 改正,

平成2年11月10日 改正,平 成6年7月9日 改正,

平成14年11月9日 改正,平 成17年7月23日 改正

レ及 びパ ネル発表を含む)の

発表要 旨につ いては,編 集委

員会か ら寄稿依頼す る。

6.執 筆要領:別 に定 める。

7.提 出期 限:基 本的 には随時受け付け る。

ただ し学術論文 については,

査 読のため,5月(春)号 掲

載希望 の場合は,1月15日,

11月(秋)号 掲載希望 の場合

は,6月30日 を締 め切 りとす

る。研究報告,書 評,図 書紹

介 は,そ れぞれ3月15日,8

月15日,発 表要 旨は,そ れぞ

れ3月31日,8月31日 を締 め

切 りとす る。

8.提 出 先:意 匠学会編 集委員会

なお,以 上 の規程は,平 成17年7月23日 よ

り発効す る。
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「デザイ ン理論」執筆要領

1.原 稿

・原稿 は,ワ ープ ロあるいはパ ソコン ・ソ

フ トで作成す ることが望 ま しい。

・A4大 の用紙に1行40字,1頁32行 程 度

で作成す ること。

・学術論文の場合は,A4サ イ ズの レイア

ウ ト見本3部 同封 して編集委員会宛 に投

稿す ること。(テ キス ト・デ ータ,図 表

版下 あるいは図表データは査読 を経て掲

載が決 まった段階で,最 終原稿 として最

終的 な レイアウ ト見本 とともに編集委員

会宛 に郵送す る。)

・研究報告 の場合 は,テ キス トおよび図表

データとA4サ イ ズの レイアウ ト見本 を

郵送 する。

・書評 ,図 書紹介,発 表要 旨については,

テ キス トおよび図表データ とA4サ イズ

の レイアウ ト見本 を編集事務 局に郵送 す

るか,あ るいは編集担当者 に電子 メール

に添 付 して送付す る。

・学術 論文 ,研 究報告,等 の本文データの

ファイル形式はプレー ン・テキス トかワー

ドに限 る。

・学術 論文,研 究報告,等 の図表をデー タ

で提 出す る場合,フ ァイル形式 はJPEG,

TIFF等 の一般 的な もの と し,解 像度,

画 像 サイ ズ等を適切 に設定す ること。 ま

たそ の場合 も必 ずデータのプ リン トアウ

トを添付す ること。

・原稿 用紙 を使 用す る場合 は,本 文 は400

字 詰 横書 き原稿用紙を使用 し,レ イアウ

ト見本 を付す。

平成17年7月23日 改正

・投稿 に際 しては,原 稿に コピーを手許 に

保 存す るこ と。

2.原 稿 の分量

・学術論 文 と研究報告の場合は,本 文,図

版,図 表,注 等 をすべて含めて,刷 り上

りで,14頁 以 内。(400字 詰原稿用紙 で約

45枚)

・書評の場合 は,刷 り上 りで2頁,4頁,

6頁 等 偶数 頁に収 まることが望 ま しい。

・図書紹介及 び発表要 旨の場合 は,刷 り上

りで2頁 に収 めるこ と。

3.原 稿の構成

。学術論文 と研 究報告 の場合 は,本 文(図

版,図 表,注 を含 む)と は別 に欧文要 旨

(原則 と して英文)を 添付す ること。

・本文第1頁 に,表 題,著 者名,所 属機 関

名,キ ー ワー ド,目 次 を付す こと。

・欧文要 旨は,刷 り上 り1頁 とす る。語 数

は約200字 。 当該言語 を母 国語 とす る人

による校閲 を得てお くこと。

・キーワー ド(和 文 と英文)は ,そ れぞれ

5語 以 内とす る。

4.図 ・表 の レイアウ トな ど

・図版 はモノクローム とし,位 置の指定,

大 きさ,レ イアウ ト,必 要 な トリミング

な どはすべ て執筆者が行 うこと。

・図版 などの著作権の問題 があると思われ

る場合 は,執 筆者 自身が事前に許可を とっ

てお くこ と。

・当学会 は,著 作権 についての責任 は負 わ

ない。
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編集後記

『デザイン理論』の編集事務体制が変更さ

れ,年2回 発行のうち春号を渡邊眞編集委員

会委員長(京 都市立芸術大学)が,秋 号を同

副委員長を仰せつかった私梅宮(神 戸大学)

が担当することになりました。どうぞよろし

くお願い申し上げます。

本号はこの新体制における最初の発行です。
一見 して新 しくなったことを印象づけるのは

表紙デザインでしょう。本誌のヴィジュァル

な質 と魅力がこれまで保たれてきたのは,中

野仁人先生(京 都工芸繊維大学)の 献身的な

ご尽力によるものです。ここに改めてお礼申

し上げます。 この役割を引き継ぎ,新 たな個

性を付け加えてくださったのは肥後ユキコさ

んです。今後の展開にご期待ください。

本誌 「デザイン理論』の発行は意匠学会の

中心的事業であり,そ の冊子が研究成果の公

開と蓄積を担う重要なメディアであることは

言うまで もありません。その意味からも,ま

ずもって投稿いただいた会員各位に敬意を表

する次第です。

目次をmし てわかるように,本 号は昨今

の意匠学研究の動向を反映して,多 様な内容

構成となっています。また,誌 面に現れるこ

とではあ りませんが,じ つは著者の居所や所

属も多様なのです。 とかく関西中心の印象が

強い本会ですが,本 号についていえば必ず し

もそうではありません。また,学 生であると

同時に専門的職業人でもあるという方 も少な

からずおられます。こうした状況は,ラ イフ

ステージの変化に対応 しながら,よ りよい研

究環境をもとめて,そ れぞれの意匠学研究が

続けられていることの証といえるでしょう。

『デザイン理論』には,意 匠学研究をめぐ

るこうした現状の要請に応えるセンターとし

ての機能が求められていると思います。その

充実のために,会 員各位の一層のご支援をお

願い申し上 げます。(文 責:梅 宮 弘光)
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